
   

 

運行概要 

市内循環バス「きらめき号」は、柏原市が直営で運行、無料で乗車可能であり、市内各地域と公共施設及

び鉄道駅を結ぶルートで循環しています。 

土曜日・日曜日・祝日・振替休日・市役所の年末年始の休日（12月29日から翌年1月3日）を除き、毎

日運行しています。 

運行時間は、概ね8～16時台ですが、路線バス（国分駅前～雁多尾畑間）の廃止代替として運行してい

る堅上地域では、通勤・通学及び帰宅時間帯を含む6～18時台で運行しています。 

市内循環バス「きらめき号」はマイクロバス4台と小型車両（ワンボックス）

1台の計5台で運行しています。 

1号車から3号車のマイクロバスは、運行時間によって市内各地域を走行して

おり、運行ルートが固定されていません。そのため、一運行あたりの運行距離

や時間が長くなっています。 

4号車のマイクロバスは、主に堅上地域とJR高井田駅・国分駅東口を結ぶル

ートで運行していますが、午前の一部時間帯には、柏原地域まで運行していま

す。 

5号車の小型車両（ワンボックス）は、主にマイクロバスが入れない地域を運

行しており、固定ルートで運行しています。 

 

市内循環バス「きらめき号」の課題 

市内循環バス「きらめき号」を取り巻く現状を踏まえた課題について、以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内循環バス「きらめき号」見直しの考え方 

市内循環バス「きらめき号」に関する課題から市内循環バス「きらめき号」見直しの考え方を以下の3

つの方針の通り整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内循環バス「きらめき号」見直し計画 概要版 令和 7 年（2025 年）4 月時点

① 長大路線が多く、過密なダイヤ設定により、乗
務環境が厳しく、かつ道路交通事情等による遅
延が発生した場合、遅延回復が困難な状況 

① ルートの距離が長く、過密なダイヤ設定による
乗務環境の負荷の大きい状況にあるため、操車
効率の改善を図る運行形態の構築が必要 

② ルートが固定されておらず、利用者にわかりづ
らいルート・行き先 

③ 近鉄国分駅（東口・西口）、JR 高井田駅、市役
所、老人福祉センター、市立柏原病院の拠点を
起終点とした利用が多い 

④ 利用者の外出目的は「買い物」及び「通院」が
多い 

⑤ 運行区間や時間帯によって、利用者が集中し積
み残しが発生あるいは少ない区間がある 

⑤ 地域のニーズや実情を踏まえた公共交通体系
の構築が必要 

② わかりやすいルート設定が必要 

③ 市内の各地域と公共施設をはじめとした市内
の拠点をアクセスできるネットワークの構築
が必要 

④ 「買い物」や「通院」等の外出目的に適したネ
ットワークの構築が必要 

市内循環バス「きらめき号」を取り巻く現状 市内循環バス「きらめき号」の課題 

⑥ 市内循環バス「きらめき号」の乗り入れ困難な
地域での交通空白地の存在する 

⑥ 交通空白地における移動手段の確保に向けた
対応が必要 

方針① 
  公共施設との連携とともに日常生活に即した運行サー

ビスの提供 

方針② 
   市内循環バス「きらめき号」のわかりやすさの向上 

方針③ 
   持続可能な運行形態・サービスの提供 

市内循環バス「きらめき号」の課題 市内循環バス「きらめき号」見直しの考え方

① ルートの距離が長く、過密なダイヤ
設定による乗務環境の負荷の大きい
状況にあるため、操車効率の改善を
図る運行形態の構築が必要 

⑤ 地域のニーズや実情を踏まえた公共
交通体系の構築が必要 

③ 市内の各地域と公共施設をはじめと
した市内の拠点をアクセスできるネ
ットワークの構築が必要 

④ 「買い物」や「通院」等の外出目的に
適したネットワークの構築が必要 

② わかりやすいルート設定が必要 

⑥ 交通空白地における移動手段の確保
に向けた対応が必要 

・ ルートを再編することで、分かりやすく、かつ効率的な
運行形態を実現 

・ 各地域から最寄りの拠点へのアクセスを確保 
・ 公共施設へのアクセスを確保 
・ 需要規模に応じた交通モードによるサービス提供 
・ 財政負担が現状水準を大幅に上回ることがないように

見直しを実施 
・ 乗降時の安全性向上のため、横断歩道や交差点に近接す

る乗降場の安全性確保対策を実施 

見直しにあたっての前提条件 

道路幅員が狭小でバスが

乗り入れ困難な地域での

対応も検討 



   

 

見直し案の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ルートの設定案の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

・ これまでの 1 号車から 4 号車が、市内の各地域を不規則に循環する運行を市内の拠点間を結ぶ基幹

ルート及び各地域と最寄拠点を結ぶルートに再編 

・ 目的地までの所要時間の短縮を図るとともに、道路交通事情による大幅な遅延への影響を小さくする

ために、各ルートを短く設定 

・ ルートは、以下の 6 ルート及び堅上地域において新たな交通システムを導入 

・南北ルート及び柏原ルートにより、市立柏原病院・ＪＲ柏原駅・市役所の拠点間の輸送力を確保 

・南北ルート及び堅上ルートにより、JR 高井田駅・市民交流センター・国分駅東口の拠点間の輸送力を

確保 

・国分西ルート、国分東ルート及びミニルートは、各地域と国分駅東口の拠点間を運行 

・柏原地域に「柏原中学校南」停留所を新設 

・国分東ルートは、「亀の瀬地すべり歴史資料室前」停留所を新設 

１号車 

２号車 

３号車 

４号車 

５号車 

・ 主に柏原地域内と国分西地域
内を不規則に循環し、市立柏原
病院・市役所・国分駅東口・老
人福祉センター等の拠点間を
運行 

・ 主に国分東地域内と国分駅東
口間を不規則に循環し、一部の
便は市立柏原病院・市役所・老
人福祉センター等を運行 

・ 主に堅上地域内と国分駅東口
間を運行し、一部の便は市立柏
原病院・市役所・老人福祉セン
ター等を運行 

・ 国分東地域内のバス乗り入れ
困難な地区と国分駅東口間を
運行 

南北ルート 

柏原ルート 

国分東ルート 

堅上ルート 

ミニルート 

国分西ルート 

・ 市立柏原病院・ＪＲ柏原駅・市役所・
JR 高井田駅・（仮称）市民交流センタ
ー・国分駅東口の拠点間を運行 

・ 柏原地域内と市立柏原病院・ＪＲ柏原
駅・市役所の拠点を運行 

・ 堅上地域内と国分駅東口間を運行し、
JR 高井田駅・市民交流センター・国分
駅東口の拠点間の輸送力確保も担う 

・ 国分西地域内と国分駅東口の拠点を運
行 

・ 国分東地域内と国分駅東口・JR 高井田
駅の拠点を運行 

・ 国分東地域内のバス乗り入れ困難な地
区と国分駅東口間を運行 

現 況 見直し案 

 

見直し案 

現 況 

道路幅員が狭小でバスが乗り入れ困難な

地域での新たな交通システム導入にむけ

た実証実験を実施した（令和 6 年（2024

年 11 月～令和 7 年（2025 年）1 月）

※現時点（令和 7年（2025 年）4 月）における見直し計画案であり、関係機関等との協議・調整により変更することがあります。



   

 

0 :00

0:00

：概ね30分以内で南北ルート
 との乗り換え・乗り継ぎ

：概ね60分以内で南北ルート
 との乗り換え・乗り継ぎ

 

【各ルートのダイヤ設定案】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ きらめき号ミニルートは現在の
ダイヤ（5 号車）を想定 

※現時点（令和 7 年（2025 年）4 月）における見直し計画案であり、関係機関等との協議・調整により変更することがあります。


